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萩谷出題

以下の問題１～９のうち、５問を選んで解答せよ。解答は順序を問わないが、各問５行程度の論述を目安とする。

１）東京２３区の地形の特徴とその成因について、第四紀の気候変動に留意しつつ、簡潔に説明せよ。

東京２３区の地形は、台地（山の手）と低地（下町）、それに台地内河川沿いの谷とに区分できる。台地は約12-13万年前の間氷期の海進と、その後の多摩川の河岸段丘形成でつくられた。氷期の海面低下に伴い、台地内の湧き水を水源とする小河川は深い谷を刻み、それらは下町の低地とともに、氷期終了後の海面上昇によって埋め立てられ、低湿地となり、軟弱地盤地域となっている。

２）地球上のある地域で、隆起または沈降が106年程度、1mm／年程度のオーダーで継続的に進行するとき、われわれはそのことをどのようにして認識できるか。ａ）隆起　ｂ）沈降　のそれぞれの場合について説明せよ。

ａ）隆起した場合、１００万年で１０００ｍ程度の上昇が見込まれるので、かつて海底であった地層が山の上で観察されたり、海底で形成された平坦面が陸上に露出し、海岸段丘を形成していたりすると考えられる。

ｂ）沈降する場合、かつての標高１０００ｍの地域が１００万年で海面下に没するという計算であるから、リアス式海岸など、かつての尾根部分が海岸線を形成する。また、深い海底に、かつての谷地形や、陸上や海面付近で形成された平坦面が残ることも考えられる。

３）岩石が風化することによって、どのような物質が生じるか、説明せよ。

岩石は風化により、細かく砕かれ（物理的風化）たり、化学組成が変化（化学的風化）したりする。花崗岩のような岩石では、風化により砂、粘土、溶存物質が生じる。温暖・湿潤で風化が激しく進行する地域では、砂は主に石英からなり、粘土鉱物と溶存物質は河川によって流出し海に運ばれる。酸化鉄と酸化アルミニウムは水に溶けずに残り、土壌を形成する場合もあるが、それ以外のほとんどの成分は水に溶けてイオンとなる。

４）過去に大陸移動があった証拠として、どのようなものがあるか。３つ例を挙げて説明せよ。

・向かい合う大陸の海岸線の形が似ている（例：南アメリカとアフリカ西海岸）

・過去のある時代に、離れた複数の大陸で、移動の難しい動植物の共通の化石が出現すること。（例：グロッソプテリス、淡水成の地層のメソサウルス）

・海底の地形と地磁気の分布パターン。（海嶺の存在、テープレコーダーモデル）

・陸上の溶岩流などで、過去の磁極の方向を求め、それを大陸ごとにまとめると、大陸ごとに異なる磁極移動曲線が得られること。

・同じ大陸上の地層で、気候の異なる条件で形成された地層がみられること。（例：砂漠成砂岩や氷河成礫岩、ラテライト、礁成石灰岩）

５）グランドキャニオンの地形と地質について、日本の地形や地質と比較しながら、どのような店点が特徴的なのか、説明せよ。

ほぼ水平の地層が、峡谷内全域にわたって連続して分布すること。非常に深い峡谷が形成されていること。細かい谷が発達していないこと。植生がほとんどなく、地層がむき出しで露出していること。ホットスポットの火山活動があること。日本ではこれらの特徴は見られず、現在、この地域が乾燥地帯にあることや、過去を通して、安定した大陸地殻の上で堆積が進行したこと、さらには、ホットスポット形成に伴い、広域的に隆起・上昇し、日本のような圧縮場にないため、複雑な地殻変動を受けていないことが指摘できる。

６）海洋が存在することによって生じている鉱物資源について、例を挙げて説明せよ。

例１：食塩。海水が干上がった場所に塩分が沈澱し、地層の中に保存されると、岩塩となる。

例２：海底熱水鉱床。マグマから周囲の循環する熱水に有用な金属成分が溶出し、それが詰めたい海底面に噴出すると、一気に沈澱し、鉱床をつくる。

例３：石油は、過去の海中に生息したプランクトンの遺骸が地層に閉じこめられ、熟成されてできている。

例４：セメント原料となる石灰岩は、過去の海洋の珊瑚礁で形成されたものが大半である。

７）水による浸食と、氷による浸食について、地形形成、及び堆積物の特徴の違いを説明せよ。

水による浸食の場合、水は流動性が高いため、幅狭く、深く谷を削り、また堆積物も流速によって大きさが変わるので、ある場所に堆積する堆積物の粒度は、多くの場合ほぼそろっている。

一方、氷による浸食では、流速が遅いので、幅広く谷が形成され、Ｕ字谷になる。氷の中では粒子の大きさによる分別が働かず、粒度がそろわない堆積物ができる。また粒子間の摩耗が進まないので、非常に角ばった粒子が多い。

８）堆積物が固結し堆積岩になるプロセスを説明せよ。

堆積物が分厚く堆積すると、堆積物の下の方にたまったものは、上に乗る地層の重みで圧縮され、粒子間の空隙がつぶれていく。空隙を埋めていた水分は、地層にひびをつくったりしながら上方に逃げ出していく。この圧密プロセスで堆積物の固結が進行していく。また、間隙水に含まれる珪酸や炭酸カルシウムの成分が粒子間に沈澱し、セメント物質として固化を助ける働きをする。

９）義務教育で地学を教える意義とはどのようなものか。説明せよ。

要点は、

自分たちが生まれてくるまでの歴史や、世界の成り立ちを知ること、知的好奇心を育てることが義務教育で重要。災害に対する意識を育てる上で重要、あるいは、人間中心の考え方から脱却するために自然のしくみを知ることが重要、など。

